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○バイポーラトランジスタ
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回路図記号バイポーラトランジスタの電極（E：エミッタ、B：ベース、C：コレクタ）の位置
P型の両端をN型で挟んだNPN型、N型の両端をP型で挟んだPNP型があり、ベース - エミッタ間を流れる電流によって、コレクタ - エミッタ間の電流を制御する

NPN:「ベースを土台とし」「エミッタが放出した」電子を「コレクタが受け取る」電流：C→E
PNP:「ベースを土台とし」「エミッタが放出した」正孔を「コレクタが受け取る」電流：E→C

○FETトランジスタ
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回路図記号FETトランジスタの電極（D：ドレイン、G：ゲート、S：ソース）の位置
ゲート電圧のみで電流を制御できる素子がFET。FETでは理論的には電圧のみで電流は必要ない。ゲートの入力は非常に高抵抗であると言える。

○DSB: Double Side Band 

両側波帯。搬送波の振幅を信号波の大きさに比例して変調したとき、搬送波に対して信号周波数だけ高い成分と低い成分が生じる。このとき披変調波の搬送波に対して信号周波数だけ高い成分をUSB(Upper Side Band)といい、逆に低い成分をLSB(Lower Side Band)呼ぶが、これら両側波帯を含むものをDSBという。信号が音声の場合、電波の型式はA3Eで表わされる。
○AM(Amplitude Modulation)受信機(スーパーヘテロダイン方式)
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○AM送信機

水晶発振器→緩衝増幅器→周波数逓倍器→電力増幅器→空中線

                                           ↑

マイク→音声増幅器→変調器

○FM: Frequency Modulation 

周波数変調。情報を含む信号に従い、その信号の強さに応じて正弦波の周波数を変化させる方式。

AMとの違い

AMとの最大の違いは、AMは周波数は同じまま振幅の幅を変えて情報を伝えるのに対し、FMは振幅は同じままで周波数を変えて情報を伝えるという点にある。

ノイズというのは信号の振幅を変化させるが、FMの場合は振幅の大小は信号と無関係であるため、音質などに影響を与えない。これが、FMがノイズに強い理由である。

信号が音声の場合、電波の型式はF3Eで表わされる。

○FM受信機

構成

空中線

└→高周波増幅器→周波数混合器→中間周波増幅器→振幅制限器───┐

                       ↑                          ↓           │

                   局部発振器              スケルチ回路         │

                                             ↓    ↑           │

                        スピーカー←低周波増幅器←周波数弁別器←┘

ノイズスケルチ
FM通信に特有の、無信号時に復調器から出力される「ザー」という雑音を整流し、雑音があるとき（信号がないとき）は雑音を遮断し、無音状態にする。
○FM送信機

構成

水晶発振器→周波数変調器（位相変調器）→周波数逓倍器→電力増幅器→空中線
                      ↑

マイク→音声増幅器→IDC回路 

○SSB: Single Side Band 

単側波帯変調。AM(振幅変調)の仲間だがAMと違い、DSB波から搬送波(キャリア)を除き、さらに片方の側波帯のみを用いて通信する。これにより占有周波数帯域幅は僅か3[kHz]となる。

電波の型式はJ3E(振幅変調の電話で単側波帯抑圧搬送波)である。
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　　　　　H3E　　　　　　　　　J3E
○SSB受信機

空中線→高周波増幅器→周波数混合器→帯域フィルタ→中間周波増幅器───┐

                           ↑                                         │

                       局部発振器←クラリファイヤ    局部発振器(BFO)  │

                                                               ↓     │

                                  スピーカー←低周波増幅器←検波器←─┘
○クラリファイヤ
SSBでは、同調点から僅かにずれただけでも音が歪んで上手く受信できなくなってしまう。

しかし局部発振器の周波数で調整してしまうと、受信だけでなく、こちらからの送信の周波数も同時に変わってしまうため具合が悪い。

そこで、受信周波数だけを微調整できるクラリファイヤで調整を行ない、受信信号の明瞭度を良くする。受信中に再び音が歪んできたら随時クラリファイヤによって調整を行なう。

○SSB送信機
構成

マイク→音声増幅器→平衡変調器→帯域フィルタ→中間増幅器─┐

                        ↑                                │

                 第一局部発振器          第二局部発振器   │

                                                ↓        │

        空中線←電力増幅器←励振増幅器←第一周波数変換器←┘
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○レーダー

レーダーの性能とその性能に影響を及ぼす要素

（1）最大探知距離：送信出力、受信感度、アンテナゲイン、アンテナの面積、波長、アンテナの高さ、物標の高さ、物標の有効反射面積
（2）最小探知距離：パルス幅、アンテナの垂直ビーム幅、海面の状態、雨雪の状況

（3）距離分解能：パルス幅、受信機の特性、物標の種類
（4）方位分解能：アンテナの水平ビーム幅
（5）映像の鮮明度：パルス繰り返し数、アンテナ回転数、アンテナの水平ビーム幅、雨雪の状況
アンテナサイドローブによる偽像
反射の強い物標が近距離にある場合、自船のレーダーのサイドローブで探知してしまうことがある。この場合は、その物標と距離は同じでも、方位はメインビームの方向に映像が現れるので約90°違った位置に現れ、全く物標のない場所に偽像として現れる。

自船の構造物が鏡となる偽像

自船の煙突やマストがレーダーの空中線に近いときには、レーダーから出た電波が一度煙突などに当たって他船に行き、その他船で反射した電波が再びその煙突などに当たってから受信される場合がある。このような場合は、レーダーの空中線からみて、煙突等の鏡となった構造物の方向で、距離は自船から他船までの距離と殆んど同じ場所に偽像が現れる。
STC：Sensitivity Time Control、海面反射抑制回路
海上が非常に荒れているようなとき、CRTの中心付近が明るすぎて、自船の近くにある物標が見えなくなってしまう。これは近くの波からの反射波のために起こる現象で、海面反射といわれている。これを防ぐためCRTの中心付近の感度を下げて海面反射を抑制するための海面反射抑制回路（STC：Sensitivity Time Control）回路がある。
FTC：Fast Time Constant、雨雪反射抑制回路
FTC（Fast Time Constant）回路は雨雪反射抑制回路ともいわれ、雨や雪等からの反射波がCRTに現れると物標からの反射波がマスクされ、その識別が困難となるので、これを抑制するための回路である。

PPI：Plan Position Indicator
円形の表示器に、時計方向に回転する走査線（アンテナが探査波を発射し反射波を受けている方向を表す）によって、対象物の二次元上の所在を一覧できる。

○回路

オームの法則
V(電圧) = I(電流) * R(抵抗)
W(電力) = I(電流) * V(電圧)
インダクタンス
I(電流) = V(電圧)/(ωL(インダクタンス))
並列抵抗
1/R = 1/R1 + 1/R2
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電池
Q(容量) = A(電流) * h(時間)
並列接続

V(電圧) = V

Q = Q1 + Q2

直列接続

V = V1 + V2

Q = Q

○AM変調率
変調率 = ((信号波の最大値[V])/(搬送波の最大値[V])) * 100
       = ((a - b) / (a + b)) * 100
[image: image9.png]




○電離層
電離層は、電子密度の違いによって、下から順にD層（80km)、E層（100-120km)、F1層（170-230km）、F2層（200-500km）の4つに分けられる。 上の層に行くほど電子密度は大きく、下の層は電子密度が小さい。

波長が長いほど、反射され易く。電子密度の低い下の層で反射される。波長が短いほど、反射されにくく、電子密度の高い層で反射されるか、または電離層を透過してしまう。
短波は、常にD層を通り抜け主にF層で反射されるが，昼と夜では電離層の状態が異なるので伝わり方が変わる。

VHF・UHF以上の高い周波数（短い波長）の電波は、電離層を通り抜けてしまうので遠くには伝わらない。
そのために、波長によっては近くよりも遠くに良く伝わることがある。
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○アンテナ
指向性、電流分布
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○テスター
測定項目：直流電圧(DC VOLTS)、直流電流(DC AMPARES)、交流電圧(AC VOLTS)、抵抗(OHMS)
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電圧の測定（測定対象の両端にテスト棒を当てる）　電流の測定（測定対象回路にテスターを挿入）
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○AGC

自動利得制御。アンテナから受信した電波の強さに応じて、受信機の利得(感度)を自動調整する回路。
この回路によって、電波が強いときは高周波増幅器や中間増幅器の利得を自動的に下げ、逆に電波が弱いときには上げる。こうして受信出力を一定に保つ。

○増幅器

A級増幅器は歪みが少なく、高調波が含まれないという利点があるが、効率が悪いという難点がある。
B級増幅器は歪みがあるが効率は良い。高調波が含まれ、出力は中程度である。
C級増幅器は歪みが大きいが効率が良い。高調波が含まれるという難点があるが、出力は大きい。
○整流回路
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＋）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（－）
　→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＋）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（－）
○プレストークボタン（PTTスイッチ）
マイクについているボタンで、押している間、アンテナが送信機に接続され、マイクからの音声で変調された電波が発射される。
プレストーク

無線で通話するとき、最初に通話ボタンを押して（プレス）話をし(トーク)、次に相手が通話ボタンを押して話をする、片方向ずつ交互に話をする方法です。押してから話をするのでpress talk といわれます。
○二次電池（充放電可能）

リチウムイオン：メモリー効果なし
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